
 

外来腫瘍化学療法における緊急事態等に対応するための指針 

 

 

1. 医療法人社団相和会渕野辺総合病院（以下「当院」という）は、本診療専任の医師、 

看護師、薬剤師が院内に常時 1名以上配置され、本診療科を算定している患者さんから

の電話等による、緊急の相談等に 24時間 365 日対応できる連絡体制が整備されて 

います。相談内容・症状に応じて専任医師・主治医に相談しご対応致します。 

 

 

 

２．当院は、外来で治療を受ける患者さんの急変時に、当該患者さんが入院できる体制を 

常に確保しています。 

 

 

 

３．当院は、がん薬物療法に携わる医師、外来・病棟看護師、薬剤師、管理栄養士、情報

システム部、医事課スタッフより構成される委員会を設置し、実施されるがん薬物療

法のレジメン（治療内容）の妥当性を評価し、承認する目的で化学療法委員会を   

2 か月に 1回開催しています。 

 

 

 

 

 

令和 8年 9月 1日 

医療法人社団相和会渕野辺総合病院 

化学療法委員会 



治療中のみなさまへ 

 

 

治療中は体調に変化が起こることがあります。以下のようなときには 

①手元に診察券を準備し、 

②病院に電話をしましょう。 

 

電話：042-754-2222 
 

 

・ご飯が食べられない。 

・水も飲めず口の中が渇く。 

・37.5℃以上の熱が出た。 

・下痢が 1 日 4 回以上続く。 

・おしっこの回数がいつもより少ない。 

・血便が出た。血痰が出た。 

・咳が続く。 

・皮膚の発疹がひどくなる。 

 

 

上記症状に関わらず、気になる症状があるときには電話をください。 

24 時間 365 日、当院で治療中の患者さんは対応させて頂きます。 

 

渕野辺総合病院化学療法委員会 


